
こしみず議会だよりこしみず

　第３回定例会は６月２１日に開会し、町長の行政報告のほか、４議員の一般質問と５件の意見書案、条例や各
会計補正予算などを審議・可決し閉会しました。

第3回 町議会定例会

22 2022 年  8 月号

意  見  書
　議員から提出された５件の意見書案について審議の結果、原案のとおり可決し、関係機関に提出することとしました。

・内閣総理大臣
・衆議院議長
・参議院議長
・総務大臣
・財務大臣
・厚生労働大臣
・内閣府特命担当大臣

地方自治体が直面している課題に対応し得る財源の確保と強化を求
める。
⑴社会保障、防災・減災、脱炭素化対策、デジタル化対策などに対応し
　得る十分な地方一般財源総額の確保
⑵新型コロナワクチン接種の体制確保、保健所体制・機能の全体的強
　化、新型コロナウイルス対応事業や地域経済の活性化まで見据え
　た十分な財源措置
⑶子育て、地域医療の確保、生活困窮者自立支援など、急増する社会
　保障ニーズへの対応と人材確保
⑷「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」における看護、介護、
　保育など新型コロナ感染症対応と少子高齢化への対応が重なる職
　種の処遇改善事業について、対象職種の拡大等に向け、必要な予
　算確保と制度改善
⑸デジタル・ガバメント化における自治体業務システムの標準化に向
　け、地域デジタル社会推進費に相当する財源の継続確保、デジタル
　化の定着までの行政需要についての人材・財源を含めた対応
⑹まち・ひと・しごと創生事業費としての確保財源については持続可
　能な地域社会の維持・発展に向けて恒久的財源化　
⑺会計年度職員制度における当該職員の処遇改善に向けた調査と財
　源の確保
⑻諸手当等が国の支給水準を超えている自治体に対し、その取扱い
　を理由とした、特別交付税の減額措置を行わない
⑼森林環境譲与税の譲与基準の見直し
⑽地方交付税の法定率を引き上げ、臨時財政対策債に頼らない財政
　性格の確立と偏在性の小さい所得税・消費税を対象とした地方税
　への税源移譲
⑾地方交付税の財源補償機能・財政調整機能の強化

地方財政の充実・強化
に関する意見書

件　　名　　　　　　　　　 　　　　　　　要　　旨 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提　出　先
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・内閣総理大臣
・衆議院議長
・参議院議長
・総務大臣
・財務大臣
・文部科学大臣
・内閣府特命担当大臣

・北海道労働局
・北海道地方最低賃
  金審議会

・内閣総理大臣
・衆議院議長
・参議院議長
・財務大臣
・総務大臣
・文部科学大臣
・農林水産大臣
・経済産業大臣
・国土交通大臣
・環境大臣
・復興大臣

・内閣総理大臣
・衆議院議長
・参議院議長
・財務大臣
・農林水産大臣

教育予算の確保・拡充を求める。
⑴義務教育費の無償化と義務教育費国庫負担制度堅持
⑵３０人以下学級の早期実現
⑶給食費、修学旅行費、教材費の負担解消
⑷就学援助制度・奨学金制度の拡充
⑸高校授業料無償制度への所得制限撤廃及び朝鮮学校授業料無償
　化適用除外撤回を実現

北海道の最低賃金の引き上げを求める。　
⑴「より早期に全国加重平均1,000円/時間を目指す」国の方針を尊
　重した最低賃金の大幅引き上げ
⑵経験豊富な労働者の最低賃金を道内高卒初任給（1,042円/時間）
　を下回らない水準への改善
⑶業務改善助成金などを活用した最低賃金の引き上げ及び中小企業
　に対する支援の要請

森林・林業・木材産業によるグリーン成長が実現できるよう施策の充
実・強化を求める。
⑴森林整備事業予算や防災・減災対策の推進に必要な治山事業予算
　の十分な確保
⑵ＩＣＴ等の活用による林業イノベーションの推進・生産・流通体制の
　強化、都市の木造化などによる道産木材の販路拡大、森林づくりを
　担う人材の育成などに必要な支援の充実・強化

食糧の安全供給と農業の持続的発展のため、わが国の食料安全保障
の強化と国民への理解醸成が図られるよう求める。
⑴「原油価格・物価高騰等総合緊急対策」の速やかな実施と、現場の
　経営状況も踏まえた継続的な対策の充実・強化
⑵自国の食料は自国で生産・消費するという考えを国民に理解醸成
　を図り、将来を見据えた大胆な施策と新たな予算確保

義務教育費国庫負担制
度堅持・負担率１／２へ
の復元、「３０人以下学
級」など教育予算確保・
拡充と就学保障の実現
に向けた意見書

２０２２年度北海道最低
賃金改正等に関する意
見書

森林・林業・木材産業に
よるグリーン成長に向
けた施策の充実・強化
を求める意見書

食料安全保障の強化を
図る新たな国の予算確
保と国民の理解醸成を
図る意見書

件　　名　　　　　　　　　 　　　　　　　要　　旨 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提　出　先
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専
決
処
分

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
町

税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
、

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
町
民
税
関
係

　

・
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
控
除
対
象
期
間

　
　

が
令
和
７
年
入
居
分
ま
で
４
年
間
延

　
　

長
、
控
除
限
度
額
を
現
行
の
７
％
か

　
　

ら
５
％
に
す
る
見
直
し

⑵
固
定
資
産
税
関
係

　

・
令
和
４
年
度
に
限
り
商
業
地
等
に
係

　
　

る
課
税
標
準
額
の
上
昇
幅
を
評
価
額

　
　

の
２．５ 
％
と
す
る

　

・
わ
が
ま
ち
特
例
の
対
象
拡
大

　

・
固
定
資
産
課
税
台
帳
等
の
内
容
の
整

　
　

備
と
し
て
、Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
の
保
護
の

　
　

た
め
の
制
度
の
追
加

（
令
和
４
年
４
月
１
日
施
行
）

町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定

　

令
和
３
年
度
に
お
い
て
暴
風
雪
が
多
発

し
、
除
雪
作
業
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と

に
伴
い
予
算
追
加
を
行
っ
た
も
の
で
、
歳

令
和
３
年
度
小
清
水
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１０
号
）

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

5
0
0
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
６５
億
6
8
8
9
万
３
千
円

と
し
た
も
の
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
年
末
年
始
の
休
日
を
現

行
の
「
１２
月
３１
日
か
ら
翌
年
１
月
５
日

ま
で
」
か
ら
「
１２
月
３０
日
か
ら
翌
年
１

月
４
日
ま
で
」
に
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。　
　
　
　
　
　
（
公
布
の
日
施
行
）

す

条　

例

小
清
水
町
の
休
日
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　

▼
契
約
先

　
　

株
式
会
社　

エ
イ
チ
・
ア
イ
・
デ
ィ

　

▼
契
約
金
額

　
　

１
７
０
１
万
６
３
４
０
円

契　

約

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備
備
品
購
入

事
業
に
係
る
契
約
の
締
結

⑴
令
和
２
年
度
か
ら
４
年
間
で
現
行
の

　

資
産
割
を
含
む
、
所
得
割
、
均
等
割
、

　

平
均
割
の
４
つ
の
賦
課
方
式
か
ら
、

　

段
階
的
に
資
産
割
を
廃
止
し
た
３
つ

　

の
割
合
に
よ
る
賦
課
方
式
に
移
行
し

　

て
い
く
た
め
の
保
険
料
率
の
改
正
を

　

行
う
も
の
で
す
。

⑵
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

　

響
に
よ
り
、
減
収
が
見
込
ま
れ
る
世

　

帯
な
ど
に
対
す
る
保
険
料
の
減
免
期

　

間
の
延
長
す
る
も
の
で
す
。

（
公
布
の
日
施
行
）

小
清
水
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
保
険
料
の
減
免
に
対
す
る
国

の
財
政
支
援
の
基
準
に
基
づ
き
、
該
当

要
件
の
規
定
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。　
　
　
　
　

 

（
公
布
の
日
施
行
）

小
清
水
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定

　

地
域
農
業
の
振
興
を
目
的
に
本
年
４

月
か
ら
供
用
を
開
始
し
て
い
る
本
施
設

に
つ
い
て
、
住
居
番
号
が
決
定
し
た
こ

と
に
よ
り
、
建
物
位
置
を
変
更
す
る
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

小
清
水
町
ア
グ
リ
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の  

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　

根
拠
法
令
と
な
る
租
税
特
別
措
置
法

等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
文
の
整
備

の
た
め
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
公
布
の
日
施
行
）

　
小
清
水
町
過
疎
地
域
の
持
続
的
発

展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法

の
適
用
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
は

じ
め
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
、
感

染
症
の
救
護
や
病
原
体
の
付
着
し
た
物

件
の
処
理
作
業
な
ど
に
対
し
、「
防
疫
等

作
業
手
当
」
を
創
設
し
、
従
事
職
員
に

対
し
特
殊
勤
務
手
当
を
支
給
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
公
布
の
日
施
行
）

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
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斜
里
地
域
子
ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー
で
は
、

一 

般 

質 

問

子
ど
も
へ
の
発
達
支
援
に
つ
い
て

問 

①

工
藤
　
孝
一 

議
員

　
　

 

発
達
心
理
相
談
員
を
配
置
し
、
保
健
師

　

と
連
携
し
て
幼
少
期
か
ら
の
発
達
支
援
と
相

　

談
が
で
き
る
体
制
を
整
備
さ
れ
て
い
る
自
治

　

体
が
あ
り
、
斜
里
郡
３
町
で
発
達
支
援
を

　

担
っ
て
い
る
「
斜
里
地
域
子
ど
も
通
園
セ
ン

　

タ
ー
」
に
お
い
て
も
、
よ
り
専
門
的
な
知
識

　

を
も
っ
た
職
員
の
配
置
が
必
要
と
考
え
ま
す

　

が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答 
①

久
保
　
弘
志 

町
長

令和4年度 補正予算

　歳入歳出予算の総額にそれぞれ 1 億 5,998 万 1 千円を追加し、歳入歳出の予算の総
額を 75 億 3,898 万 1 千円とするものです。
　主な補正内容は次のとおりです。

▼一般会計　　

総 務 費

衛 生 費

農林水産業費

教 育 費

合 　 計

34,942千円

88,920千円

34,793千円

1,326千円

159,981千円

行政手続きオンライン化構築業務委託料 など

町内経済活性化事業業務委託料 など

持続的畑作生産体系確立緊急対策事業費補助
金 など

備品購入費 など

補正科目  　 　補  正  額　　　    　　   主 な 補 正 内 容 

▼国民健康保険特別会計
　歳入歳出の総額にそれぞれ250万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ
8億7,003万8千円とするものです。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

問 

①

工
藤
　
孝
一 

議
員

　
　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、 

　

本
町
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け
る
進
捗
状
況
を

　

お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

令
和
２
年
、
政
府
に
お
い
て
「
デ
ジ
タ
ル

　

社
会
の
実
現
に
向
け
た
改
革
の
基
本
方
針
」

　

が
決
定
さ
れ
、
自
治
体
が
重
点
的
に
取
り
組

　

む
べ
き
３
点
の
事
項
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

１
つ
目
に
「
自
治
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の

答 

①

久
保
　
弘
志 

町
長

　

在
籍
す
る
保
育
士
等
の
専
門
職
員
の
連
携  

　

に
加
え
、
児
童
相
談
所
や
美
幌
療
育
セ
ン

　

タ
ー
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
臨
床
心
理
士
や

　

言
語
聴
覚
士
と
相
談
で
き
る
体
制
が
取
ら
れ

　

て
お
り
、
必
要
な
支
援
が
提
供
さ
れ
て
い
る

　

こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
、
発
達
心
理
相
談

　

員
の
配
置
の
予
定
は
な
い
と
確
認
し
て
い
ま

　

す
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
幼
少
期
か
ら
の
発
達
支

　

援
は
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

　

必
要
と
さ
れ
る
支
援
を
継
続
し
て
い
け
る
よ

　

う
、
３
町
で
意
識
を
共
有
し
な
が
ら
人
材
確

　

保
に
努
め
る
考
え
で
す
。

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

　

組
合
を
組
織
す
る
団
体
の
新
規
加
入
に
伴
う
改
正
で
す
。

合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変

規　

約
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問 

②

工
藤
　
孝
一 

議
員

　
　

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

　

お
け
る
行
政
側
と
町
民
側
の
課
題
、

　

本
町
独
自
の
シ
ス
テ
ム
の
仕
様
変
更

　

の
有
無
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

町
が
進
め
る
上
で
の
課
題
は
、
財

　

務
規
則
の
改
正
や
全
庁
的
な
運
用
に

　

係
る
調
整
の
ほ
か
、
専
門
的
な
技
術

　

や
知
見
を
有
す
る
人
材
に
よ
る
支
援

　

が
今
後
の
課
題
と
な
り
、
検
討
を
進

　

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

町
民
が
利
用
す
る
際
の
課
題
で
す

　

が
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
敏
感
な
若
者
は
、

　

デ
ジ
タ
ル
化
が
遅
れ
て
い
る
町
に
は

　

魅
力
を
感
じ
な
い
と
考
え
て
い
る
た

　

め
、
遅
れ
を
取
ら
ず
進
め
て
い
く
一

　

方
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
不
安
を
抱
え

　

る
年
齢
層
も
い
る
こ
と
か
ら
、
誰
一

　

人
取
り
残
さ
な
い
よ
う
、
良
い
サ
ー

　

ビ
ス
が
享
受
で
き
る
取
り
組
み
を
検

　

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

シ
ス
テ
ム
の
仕
様
変
更
に
つ
い
て

　

は
、
国
が
作
成
し
た
標
準
仕
様
に
準

　

拠
す
る
シ
ス
テ
ム
を
各
自
治
体
が
利

　

用
す
る
こ
と
か
ら
も
、
本
町
独
自
の

答 

②

久
保
　
弘
志 

町
長

営
農
資
材
の
高
騰
対
策
に
つ

い
て

問 

①

工
藤
　
孝
一 

議
員

　
　

資
材
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
安
定

　

し
た
農
作
物
生
産
の
危
機
に
直
面
し

　

て
い
る
こ
と
か
ら
農
業
者
へ
の
緊
急

　

支
援
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
所
見

　

を
伺
い
ま
す
。

　

標
準
化
・
共
通
化
」
に
向
け
て
、
住
民

　

記
録
、
地
方
税
、
福
祉
な
ど
２０
の
業
務

　

に
つ
い
て
国
の
標
準
仕
様
に
準
拠
す
る

　

シ
ス
テ
ム
を
全
国
各
自
治
体
が
利
用
す

　

る
こ
と
と
な
り
、
国
の
目
標
年
度
で
あ

　

る
令
和
７
年
度
末
ま
で
の
導
入
に
向
け

　

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

２
点
目
に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

の
普
及
推
進
」
で
は
、
行
政
手
続
の
利

　

便
性
向
上
や
効
率
化
等
が
図
ら
れ
る
も

　

の
で
、
広
報
等
で
引
き
続
き
周
知
を

　

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

３
点
目
に
「
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ

　

イ
化
」
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
が
可
能
と

　

な
る
よ
う
、「
子
育
て
・
介
護
関
係
」

　

の
２６
手
続
に
つ
い
て
は
、
年
度
内
に
オ

　

ン
ラ
イ
ン
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
取
り

　

組
み
を
進
め
ま
す
。

　
　

こ
の
他
、
税
関
係
の
コ
ン
ビ
ニ
払
い

　

や
、
防
災
拠
点
型
複
合
庁
舎
移
転
に
向

　

け
て
賑
わ
い
の
空
間
も
含
め
た
キ
ャ
ッ

　

シ
ュ
レ
ス
化
の
検
討
な
ど
を
進
め
、
デ

　

ジ
タ
技
術
等
を
活
用
し
た
業
務
の
効
率

　

化
に
よ
っ
て
職
員
の
事
務
軽
減
を
図
り
、

　

さ
ら
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

　

な
げ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

仕
様
変
更
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問 

③

工
藤
　
孝
一 

議
員

　
　

タ
ク
シ
ー
券
や
入
湯
券
事
業
な
ど

　

の
町
独
自
の
政
策
は
標
準
化
の
２０
項

　

目
に
入
る
の
か
、
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル

　

化
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
行
政
と
町

　

民
の
関
係
性
も
変
わ
っ
て
い
く
と
予

　

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
自
治
会
の
集

　

会
等
で
話
し
合
う
機
会
が
必
要
と
考

　

え
ま
す
が
、
再
度
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
国
が
進
め
る
も

　

の
で
、
町
独
自
の
事
業
と
は
別
の
も

　

の
に
な
り
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま

　

す
。

　
　

ま
た
、
来
庁
し
な
く
て
も
手
続
き

　

が
可
能
に
な
る
た
め
、
行
政
と
町
民

　

が
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ

　

ま
す
の
で
、
新
庁
舎
の
に
ぎ
わ
い
空

　

間
な
ど
を
活
用
し
、
住
民
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
の
再
生
を
図
り
な
が
ら
取
り
組

　

む
考
え
で
す
。

　

※

自
治
体
D
X
と
は…

　
　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
行
政

　
　

サ
ー
ビ
ス
を
変
革
す
る
こ
と

答 

③

久
保
　
弘
志 

町
長

　
　

Ｊ
Ａ
全
農
は
、
現
在
の
様
々
な
世

　

界
情
勢
か
ら
本
年
秋
以
降
の
肥
料
の

　

価
格
が
史
上
最
高
値
と
な
る
こ
と
を

　

公
表
し
、
多
く
の
農
業
者
の
皆
さ
ん

　

が
営
農
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
と
思

　

い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
本
町
に
限
っ

　

た
も
の
で
は
な
く
、
国
全
体
の
問
題

　

と
し
て
国
策
で
対
応
す
べ
き
事
案
で

　

あ
る
こ
と
か
ら
、
町
村
会
等
を
通
じ

　

て
そ
の
対
策
を
訴
え
て
い
く
考
え
で

　

す
。
な
お
、
物
価
高
騰
は
農
業
者
に

　

限
ら
ず
広
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

　

こ
と
か
ら
、
全
町
民
を
対
象
と
し
た

　

商
品
券
交
付
事
業
を
計
画
し
て
い
る

　

の
で
、
農
業
者
も
含
め
て
ご
活
用
い

　

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答 

①

久
保
　
弘
志 

町
長
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保
育
士
の
人
員
確
保
に
つ
い
て

問 

①

木
戸
　
寛
治 

議
員

　
　

保
育
士
等
の
人
員
不
足
に
よ
り
休   

　

暇
が
取
得
し
に
く
い
状
況
に
あ
る
と

　

聞
い
て
い
ま
す
が
、
人
員
確
保
に
向

　

け
た
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
整
備
に
つ
い
て

問 

①

更
科
　
浩
司 

議
員

　
　

ペ
ッ
ト
を
同
行
し
た
旅
行
者
の
増

　

加
や
、
町
民
か
ら
要
望
の
声
が
あ
る

　

こ
と
か
ら
、
町
外
か
ら
人
を
呼
び
込

　

む
ひ
と
つ
の
施
設
と
し
て
ド
ッ
グ
ラ

　

ン
の
整
備
の
可
能
性
を
お
聞
き
し
ま

　

す
。

問 

②

工
藤
　
孝
一 

議
員

　
　

農
業
資
材
の
み
な
ら
ず
酪
農
家
の
エ

　

サ
代
の
上
昇
や
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
需

　

要
低
迷
の
影
響
に
て
乳
代
の
下
落
も
深

　

刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
親
元
就
農

　

を
断
念
し
て
い
る
状
況
も
あ
る
こ
と
か

　

ら
、
活
性
化
期
成
会
等
で
団
結
し
て
国

　

へ
の
要
望
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

　

ま
す
が
、
再
度
お
伺
い
し
ま
す
。

町
道
の
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て

問 

①

更
科
　
浩
司 

議
員

　
　

南
３
号
２２
線
道
路
付
近
に
位
置
す

　

る
「
天
に
続
く
道
」
の
終
点
と
さ
れ

　

る
場
所
で
、
カ
ー
ブ
地
点
に
も
関
わ

　

ら
ず
車
を
停
車
さ
せ
て
記
念
撮
影
を

　

行
う
観
光
客
が
い
る
た
め
、
交
通
安

　

全
上
の
対
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

　

所
見
を
伺
い
ま
す
。

　
　

酪
農
業
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
も
コ
ロ

　

ナ
や
昨
年
の
干
ば
つ
の
影
響
に
よ
っ
て

　

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て

　

い
ま
す
が
、
商
工
業
な
ど
す
べ
て
の
業

　

種
に
及
ぶ
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町

　

と
し
て
で
き
る
支
援
が
あ
る
の
な
ら
関

　

係
機
関
と
協
議
を
行
う
考
え
で
す
。
こ

　

の
問
題
は
国
策
と
し
て
取
り
組
む
事
案

　

で
あ
る
た
め
、
町
村
会
や
活
性
化
期
成

　

会
等
を
通
じ
な
が
ら
国
に
要
請
し
て
い

　

き
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

答 

②

久
保
　
弘
志 
町
長

　
　

整
備
を
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
人
の

　

流
れ
を
呼
び
込
む
「
観
光
ゾ
ー
ン
」

　

と
位
置
付
け
て
い
る
道
の
駅
周
辺
が

　

適
地
か
と
思
い
ま
す
が
、
直
近
で
は

　

道
の
駅
の
改
修
工
事
を
控
え
て
い
る

　

こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
他
町
の
同
様
な

　

施
設
の
稼
働
実
態
や
ニ
ー
ズ
等
の
情

　

報
を
捉
え
、
必
要
と
判
断
で
き
る
な

答 

①

久
保
　
弘
志 

町
長

　
　

道
路
状
況
と
し
て
は
傾
斜
も
き
つ

　

く
、
交
差
点
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
駐

　

停
車
し
て
い
る
車
が
あ
る
と
通
行
や

　

事
故
に
注
意
が
必
要
な
場
所
で
あ
る

　

と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
周
り
は
農

　

地
で
あ
る
こ
と
か
ら
駐
車
帯
等
の
整

　

備
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

　

か
し
、
危
険
な
状
況
の
回
避
に
は
努

　

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
警

　

察
と
現
状
や
課
題
を
共
有
し
、
警
察

　

へ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
要
請
や
、
町
と
し

答 

①

久
保
　
弘
志 

町
長

　
　

職
員
の
配
置
に
あ
た
っ
て
は
国
の

　

基
準
は
維
持
し
て
お
り
、
子
ど
も
の

　

特
性
に
応
じ
て
加
配
し
て
い
る
ク
ラ

　

ス
も
あ
る
こ
と
や
、
新
た
に
４
名
の

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

　

の
確
保
が
で
き
た
こ
と
な
ど
、
比
較

　

的
人
員
の
確
保
が
な
さ
れ
て
い
る
と

　

認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

　

休
暇
が
取
得
し
に
く
い
状
況
が
あ
る

　

の
で
あ
れ
ば
、
職
員
の
健
康
面
や
モ

　

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
な
ど
に
も
影

　

響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え
ま
す
の
で
、

　

引
き
続
き
対
応
策
を
検
討
す
る
な
ど
、

答 
①

久
保
　
弘
志 

町
長

　

適
切
な
人
員
配
置
に
努
め
る
考
え
で

　

す
。

　

ら
ば
整
備
も
検
討
し
た
い
と
考
え
ま

　

す
。
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問 

①

佐
藤
　
智 

議
員

　
　

様
々
な
世
界
情
勢
に
よ
っ
て
経
済

　

環
境
は
著
し
く
悪
化
し
、
土
木
建
設

　

工
事
の
資
材
や
軽
油
・
セ
メ
ン
ト
な

　

ど
の
物
価
が
高
騰
し
て
い
ま
す
が
、

　

そ
の
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
を
お
聞

　

き
し
ま
す
。

商
工
業
に
お
け
る
原
油
価
格

等
の
高
騰
に
よ
る
物
価
上
昇

の
対
策
に
つ
い
て

問 

②

更
科
　
浩
司 

議
員

　
　

安
全
面
を
考
慮
し
な
が
ら
、
本
町
の

　

観
光
地
と
し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
う
計
画
等
が

　

あ
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

問 

②

佐
藤
　
智 

議
員

　
　

工
事
請
負
契
約
に
関
し
て
、
今
後

　

ど
の
よ
う
な
ス
ラ
イ
ド
条
項
を
考
え

　

て
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

現
在
町
が
発
注
し
て
い
る
工
事
の

　

契
約
は
、
入
札
等
に
よ
り
決
定
し
た

　

額
で
請
負
契
約
と
さ
れ
て
い
ま
す
の

　

で
、
一
定
の
価
格
の
変
動
は
請
負
者

　

の
負
担
と
な
り
ま
す
。
ス
ラ
イ
ド
条

　

項
に
つ
い
て
は
、
長
期
工
事
に
お
け

　

る
予
期
不
可
能
な
変
動
に
対
す
る
全

　

体
ス
ラ
イ
ド
と
、
主
要
材
料
の
著
し

　

い
価
格
変
動
に
対
す
る
単
品
ス
ラ
イ

　

ド
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
請
負

　

業
者
か
ら
請
求
が
あ
り
条
件
を
満
た

　

す
の
で
あ
れ
ば
変
更
す
る
考
え
で
す
。

答 

②

建
設
課
長

　
　
「
天
に
続
く
道
」
の
終
点
と
し
て
テ

　

レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
、
観
光
面
で
は
ひ
と

　

つ
の
魅
力
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

　

あ
り
ま
す
が
、
駐
車
帯
等
の
設
置
が
困

　

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
す
ぐ

　

に
で
も
で
き
る
啓
発
の
旗
を
立
て
る
な

　

ど
安
全
対
策
を
第
一
に
考
え
、
取
り
組

　

み
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

答 

②

久
保
　
弘
志 
町
長

　
　

工
事
資
材
等
の
高
騰
に
つ
い
て
は
、

　

通
常
合
理
的
な
範
囲
を
超
え
る
価
格

　

の
変
動
で
は
一
方
の
契
約
当
事
者
の

　

み
に
そ
の
負
担
を
負
わ
せ
る
こ
と
は

　

適
当
で
な
い
と
の
考
え
に
基
づ
き
、

　

工
事
請
負
契
約
約
款
に
お
い
て
、
著

　

し
い
物
価
変
動
が
生
じ
、
請
負
代
金

　

が
不
適
当
と
な
っ
た
と
き
は
請
負
代

　

金
の
変
更
を
請
求
で
き
る
契
約
と
し

答 

①

久
保
　
弘
志 

町
長

　

て
い
ま
す
。
資
材
の
高
騰
が
規
定
を

　

超
え
、
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

　

契
約
を
変
更
す
る
こ
と
は
当
然
必
要

　

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
双

　

方
協
議
の
う
え
契
約
を
変
更
す
る
考

　

え
で
す
。

問 

③

佐
藤
　
智 

議
員

　
　

飲
食
業
や
商
業
サ
ー
ビ
ス
業
に
お

　

い
て
も
、
仕
入
れ
価
格
の
高
騰
な
ど

　

に
よ
る
経
費
が
増
大
し
て
お
り
、
営

　

業
利
益
の
確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ

　

り
ま
す
が
、
対
策
に
つ
い
て
所
見
を

　

伺
い
ま
す
。

　
　

燃
料
や
資
材
価
格
の
高
騰
対
策
に

　

つ
い
て
は
国
策
と
し
て
国
が
取
り
組

　

む
事
案
と
認
識
し
て
い
る
た
め
、
必

　

要
な
対
策
を
国
に
訴
え
る
と
と
も
に
、

　

町
と
し
て
の
対
策
で
は
商
品
券
交
付

　

事
業
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
は
、
こ
の
価
格
高
騰
は
長
く

　

続
く
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
関

　

係
機
関
と
協
議
検
討
し
、
必
要
が
あ

　

れ
ば
支
援
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い

　

と
考
え
て
い
ま
す
。

答 

③

久
保
　
弘
志 

町
長

質
問
は
要
約
さ
れ
て
い
ま
す
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こしみず議会だより

29広報こしみず

http://www.town.koshimizu.hokkaido.jp/gikai/
「小清水町議会」で検索できます。

■ 編　　集  /  議会報編集特別委員会
■ 委 員 長  /  瓜田　新一
■ 副委員長  /  木戸　寛治        
■ 委　　員  /  髙橋　　文・鬼塚　　茂
　　　　　　   工藤　孝一・佐藤　　智

皆さんのご意見・ご感想を

お待ちしております。
議会事務局　☎ ０１５２-６２-４４７７（直通）

　ホームページ及び図書館において町議会本会議の内
容がすべて記載されている会議録を閲覧できます。
　また、議会だよりは、ホームページでも見ることができ
ます。

　事前申し込みなど面倒な手続きはありません。
　お気軽にお越しください。

  ８日～１０日
　　　 町村議会議員アカデミー研修会（千葉県）

  ９日　オホーツク町村議長会定期総会（佐呂間町）

２３日　美幌地方自衛隊協力会総会（美幌町）

２７日　議会運営委員会

　　    総務文教常任委員会

　　    経済厚生常任委員会

２８日   令和４年度オホーツク圏活性化期成会定期 
　　　総会及び要望会（北見市）

２９日～３１日
　　　町村議会議長・副議長研修会（東京都）

  １日　緑ダム発電所落成式（清里町）

  ７日　藻琴山登山者安全祈願祭

  ８日　議員協議会

１２日　小清水消防団春季消防演習

１４日～１５日
　　　北海道町村議会議長会第７３回定期総会
　　　　　　　　　　　　　　　　　（札幌市）
１７日　議会運営委員会

１８日　オホーツク ＳＥＡ ＴＯ ＳＵＭＭＩＴ ２０２２
                                                     交流会

議会日誌

会議録を閲覧することができます。議会を傍聴してみませんか

５月１日～３１日

６月１日～３０日

次回開催予定 第５回町議会定例会　9月13日㈫～15日㈭の予定です。
詳細については、ホームページ・新聞折込にてご確認ください。


